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（2012年 4月 16日受付；2012年 5月 17日受理）
　Abstract:　The wintering party of the 46th Japanese Antarctic Research Expedition 
(JARE-46) was consisted of 37 expedition personnel.　All members overwintered at 
Syowa Station.　It conducted the fourth year’s research and logistical program in the VIth 
fi ve-year plan of JARE for one year from February 1, 2005 taking over management of the 
station from JARE-45 and all the members returned home safely on March 28, 2006.　There 
were more bad weather days than usual but neither they nor the sea ice condition affected 
research activities.　Planned data were collected steadily by routine and monitoring 
observations.　Plans of research observations of the atmosphere, hydrosphere, geosphere 
and biosphere were implemented.　For deep ice coring at Dome Fuji Station, fuel was 
transported to the relay point and seven members participated in an inland joint party from 
October 17 to February 10.　As the second year of a four-year plan of a clean-up project 
for Syowa Station, 18 used snow vehicles were recovered and a total of 205 tons of waste, 
more than targeted, was collected for removal from Antarctica.　JARE-46 was involved 
actively in an outreach program with “Antarctic classes” held 45 times, connecting Syowa 
Station and schools or science museums in Japan and the U.S.A. through live images.
　要旨:　第 46次日本南極地域観測越冬隊は 37名で構成され，全員が昭和基地で
越冬した．2005年 2月 1日から 1年間，第 45次越冬隊より基地運営を引き継ぎ，





を行い，7名が 10月 17日から翌年 2月 10日までの内陸合同観測に加わった．一方，
「昭和基地クリーンアップ 4か年計画」の 2年次として，使用済み雪上車 18台を
回収し，廃棄物の持ち帰り目標量を超える 205 tを集積した．広報では昭和基地と
国内外の学校，科学館等をライブ映像で結び，「南極教室」を 45回開催するなど
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149第 46次日本南極地域観測隊越冬報告 2005‒2006
積極的に情報発信を行った．
1．　は じ め に
　第 46次日本南極地域観測越冬隊（以下，第 46次越冬隊）が実施した観測は，｢南極地域観
測第Ⅵ期 5か年計画｣ の第 4年次にあたり，2004年 11月 12日に開催された第 125回南極
地域観測統合推進本部（以下本部と記す）総会で審議及び決定された，第 46次日本南極地域
観測隊行動実施計画にある越冬観測（表 1）及び設営計画（表 2）を実行した．
　2005年 2月 1日，第 45次越冬隊（山岸久雄越冬隊長）より実質的に基地運営を引き継ぎ，
2月 20日に本部へ越冬成立を報告した．翌 2006年 2月 1日に第 47次越冬隊（神山孝吉越
冬隊長）へ引き継ぐまでの一年間，昭和基地及び野外での観測，基地設備や機材の維持・管
理のほか，増設工事などの当初計画を遂行した．この間，2005年 10月 17日から翌年 2月
10日まで，7名が氷床深層掘削観測のため雪上車 5台に分乗し，航空機で南極入りした第
47次隊員を途中で出迎え，ドームふじ基地での第 47次隊との合同オペレーションを実施し
た．うち医療隊員 1名は，第 47次ドームふじ基地派遣隊員 1名の健康状態に異常が見つかっ
たため，付添い医師として 2006年 1月 8日にドームふじ基地をバスラーターボ機により出
発し，トロール基地，ケープタウンを経て 1月 14日に両名とも無事帰国した．他の越冬隊













隊員の 24歳から設営系隊員の 55歳までで，観測系隊員 17名の平均年齢（37.4歳）のほうが，
設営系隊員の平均年齢（38.1歳）よりわずかに低かった．









































































































Table 5.  Job groups for daily life of the JARE-46 wintering party.
156 渡邉研太郎
表 6　第 46次越冬隊オペレーション会議及び全体会議の議事次第
































































































物を集め，約 2.6 tを回収した．また，アンテナ島に長年残置されていた使用済み雪上車 18
台のほか，バッテリーや履帯など車両の部品を 5‒10月にかけて迷子沢へ回収し，うち 6台
を国内へ持ち帰る準備を行うなど，廃棄物の持ち帰り年次目標量 200 tを超える 205 tを集積
した．








て A級 6回を含む合計 30回あり，日数，回数ともに平年より多かった．外出注意令は 2月




























間と，雪やふぶき模様の日が例年より多い 8月となった．ブリザードは A級 1回，B級 3
回を含む延べ 5回襲来し，月平均気温は平年に比べて高かった．
　【9月】上旬はふぶき模様の日が続いたが，月後半の天候は今次隊として比較的長く安定






















図 1　2005年 2月～2006年 1月のリュツォ・ホルム湾域の NOAA衛星画像
























途中までの氷厚測定を月末に行ったところ，北の瀬戸東部の薄い場所で約 20 cm, 中央部で





測点で最も薄かったところでは，月初めの約 20 cmが下旬に 45 cm程度となった．西の浦の































































その変動を観測した．通常は 30 mデジタルアンテナにて 15分に 1回，所要時間 30秒で周
波数 0.5 MHz～15.5 MHzまでのパルス変調波をスキャンさせて観測データを収録した．














開始して以来初めて 0時間となったほか，月平均風速は 2月と 5月に大きい方から 1位，7月
に 7位，8月に 3位，9月に 4位を記録した．5‒9月の時別の平均風速で 10 m/s以上を記録
した時間数は 1329時間に達したが，これは過去 10年間の平均の約 1.5倍にあたる．年平均
気温は平年より高く，年合計日照時間は平年より少なかった．また，ブリザードは日数，回
数ともに平年より多かった．





ルの目安である 220 m atm-cmをほぼ継続して下回り，10月 4日には 2005年の最小値である
136 m atm-cmのオゾン全量を記録した．9月の月平均オゾン全量（173 m atm-cm）は過去四
番目に少なかった．






































































































































































































































































VLBI観測を 31日～2月 1日にかけて実施した．衛星受信では受信を終了した ERS-2の画像
解析用機材を撤収の上，梱包した．












　第 40次隊より開始された S165L-UT×300 kVA（240 kW）2台による電力供給を今次隊で
も継続して実施した．最大使用電力量は前次隊と比較して若干減少し，206 kWであった．
















































































































































































たが，第 47次隊が往路ですでに個人の AirMacを集め，配置して隊員寝室でも無線 LANが
使える状態にしており，復路でも再配置して全域をカバーすることができた．高速化対応と








































初計画より 1日早く終了した．28日夜間には，第 47次隊氷上輸送の帰り便の一部で第 46
次隊持ち帰りのプロパンガスカードルが作業工作棟下から送られ，並行して第 46次隊持ち
帰りの金属タンク 1基の輸送が第 46次隊により見晴らし岩下から行われた．さらに，29日




本格空輸は氷上輸送の早期の完了を受けて，当初予定よりも 1日早く 1月 3日に開始された．
第 47次隊一般物資の空輸が第 46次隊の荷受け・配送により 3日及び 4日午前で完了し，引
き続き，第 47次隊の荷受けにより，4日午後～7日午前にドラム受け，8日～ 9日午前には









資空輸を行ったのは，1月 30日，2月 1日，12日の 3回であった．また，第 47次隊夏期野
外ヘリコプターオペレーションに参加した第 46次隊隊員が，野外から直接「しらせ」に持
ち帰り物資を輸送した分も 2回程度あったが，輸送量は少なかった．
　一方，ドームふじ基地を出発した合同旅行隊は，2月 9日に S30に到着し，全冷凍品約 3 t













































で運搬した．5回実施して総量はドラム缶 33本を含む約 1.4 tに上った．
　【4月】機械関係では車両整備を進め，風力発電機のコンプレッサー周りの作業を行い，

















































































































両への対応などのほか，下旬には 100 kL及び 130 kL水槽の清掃を全体作業で実施した．通







校との中継の本番を 9日と 19日に行った．29日には，第 47次隊への引き継ぎを兼ねて放
水を含む消火訓練を実施した．



















































　10月 17日の 0830 LT, ドームふじ基地旅行隊 7名はサポート隊 4名と共に昭和基地を出発





























　第 47次航空隊 5名の帰還フライト支援のため，帰路旅行は当初「先発隊」（第 46次越冬
隊 3名，第 47次越冬隊 1名の計 4名：雪上車 3台）と「支援隊」（第 46次越冬隊 3名，第




　帰路旅行隊は，ドームふじ基地の閉鎖作業が完了した 2006年 1月 29日 1058 LTに基地を


























































































































































































































2006年 1月 13日に日独共同航空機観測に参加していたドイツの隊員が S17での作業中，造
水槽のふたで左手母指を挟む事故が発生した．夜間であったが患者は直ちに「しらせ」ヘリ
コプターにより昭和基地医務室へ搬送され，左母指末節骨開放骨折の診断の下，治療を開始



















第 47次隊にて基礎を改修し，同隊搬入の 100 kLタンクを設置した．
7.2.3.　風力発電装置暴走





























表 7　第 46次越冬期間中の「昭和基地 NOW!!」投稿実績






回は，第 44次隊の 74回，第 45次隊の 58回に比べるとやや少なめであった．
8.2.　南極教室
　第 45次隊で昭和基地と極地研との間にインテルサット衛星による 1 Mbpsの通信経路が開
設されたことに伴い，越冬隊からの情報発信量が飛躍的に増大した．「遠隔医療実験」を除き，
TV会議システムによる日本との接続は表 8に示すとおり 48回あり，そのうち観測隊間の
打ち合わせ，第 46次越冬隊の家族会，極地研の新任所長挨拶の 3回を除く 45回は広義の「南
極教室」と言える．前次隊では朝日新聞社派遣の 2名の同行者が越冬したこともあり，TV
会議システムを利用した「南極教室」は朝日新聞社の支援を受けて「朝日子ども南極教室」




























































　「しらせ」出港前日の 2004年 11月 12日，明治記念館において第 46次隊の家族会が開催
され，観測隊の行動概要について，「しらせ」寄港地への郵便物の宛先，観測行動中の電報・
電話，ファクシミリ及び電子メールの取り扱い，寄港地及び南極での生活の紹介が極地研か
らなされた．越冬中の 9月 23日には，極地研講堂で第 46次南極地域観測隊（越冬隊）家族
会が開催された．家族会を祝日に開催したおかげで多数の参加があった事を隊として感謝申
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